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I. 国家領域 
Ａ．国家領域とは？ 
 パルマス島事件 判例集 28 
 
Ｂ．領域権原取得の方法（教科書の表現では「領域の得喪」） 
 権原の各種 実際の領域紛争ではあまり使われない 
 実際の領域紛争で問題になることは？ 
  マンキエ・エクレオ事件 判例集 28B 
  ブルキナファソ・マリ事件 判例集 31 
    cf. ベルギー・オランダ国境事件(1959) 
      プレア・ヴィヘア寺院事件(1962) 判例集 30 
      タバ国境 判例集 32 
 

II. 海洋 
Ａ．領海 
  無害通航権 
  ・「通航」かどうか 
   能登沖「不審船」 1999.3.23 
  ・「無害」かどうか 
    日本との関係で問題になること 放射性物質の輸送 
 
Ｂ．排他的経済水域 
  奄美沖「不審船」をめぐる問題を通じて 
 
Ｃ．公海 
  「公海の自由は死んだ」か？ 


